
日

曜

午

前

午

後

月

山
茶
花
（
俳
句
）

桃
山
Ｂ
（
卓
球
）

2

桃
山
Ｄ
（
卓
球
）

金

弥
生
（
生
花
）

な
ご
み
（
茶
道
）

6

広
瀬
Ｇ
Ｇ
（
ゴ
ル
フ
）

山
雄
会
（
カ
ラ
オ
ケ
）

桃
山
Ｃ
（
卓
球
）

桃
山
Ａ
（
卓
球
）

ハ
ッ
ピ
ー
（
ダ
ン
ス
）

月

コ
ー
ラ
ス
教
室

百
描
会
（
美
術
）

9

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室

ウ
ッ
ド
（
組
み
木
）

書
楽
（
書
道
）

桃
山
Ｂ
（
卓
球
）

あ
す
な
ろ
（
俳
句
）

亀
池
Ａ
（
陶
芸
）

さ
く
ら
（
茶
道
）

い
ず
み

（
短
歌
）

い
と
の
こ
（
組
み
木
）

ハ
ッ
ピ
ー
（
ダ
ン
ス
）

桃
山
Ｄ
（
卓
球
）

火

家
庭
菜
園
教
室

川
柳
教
室

10

短
歌
み
ら
い

絵
手
紙
さ
く
ら

絵
手
紙
う
さ
ぎ

桃
山
Ａ
（
卓
球
）

み
ど
り
（
茶
道
）

亀
池
Ｂ
（
陶
芸
）

エ
リ
ー
ゼ
（
ピ
ア
ノ
）

別
子
Ｇ
Ｇ
（
ゴ
ル
フ
）

ワ
ル
ツ
（
ダ
ン
ス
）

（

）

水

書
道
教
室

コ
ン
テ
ニ
ュ
ー

ハ
ー
モ
ニ
カ

11

男
の
料
理
教
室

ピ
ア
ノ
１
０

ブ
ル
ー
ス
カ
イ
ハ
ー
モ
ニ
カ

桃
山
Ｂ
（
卓
球
）

（

）

ソ
ナ
タ
（
ピ
ア
ノ
）

広
瀬
Ｇ
Ｇ
（
ゴ
ル
フ
）

桃
山
Ｃ
（
卓
球
）

（１ 「生きがい」２２１号 平成２３年５月１日（日） 発行）

生
き
が
い

楽
し
か
っ
た
学
園
祭
と
悲
し
み
の
東
日
本
大
震
災

高
齢
者
生
き
が
い
創
造
学
園
代
表
者
会

副
会
長

第
十
九
回
学
園
祭
が
、
去
る
三
月
十
九
日
好
天
の
中
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
冬
は
例
年

に
な
い
寒
さ
で
、
雪
の
少
な
い
新
居
浜
で
も
幾
度
と
な
く
雪
が
降
り
、
春
の
訪
れ
が
待
た
れ
る
中
で
の

学
園
祭
で
し
た
。
四
月
に
は
桜
ト
ン
ネ
ル
が
美
し
い
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
木
々
も
、
ま
だ
ま
だ
堅
い
蕾
を

つ
け
た
ま
ま
で
、
早
く
春
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
様
で
し
た
。

し
か
し
学
園
祭
当
日
は
、
春
を
思
わ
せ
る
暖
か
さ
の
中
で
、
お
茶
席
を
楽
し
む
事
が
出
来
、
二
階
ホ

ー
ル
で
は
社
交
ダ
ン
ス
が
、
階
段
教
室
で
は
公
演
部
の
発
表
会
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
又
、
各
教
室
で

は
展
示
品
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
一
年
間
の
成
果
を
披
露
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
事
務
局
始
め
、
学
園
生
の
皆
様
の
お
陰
と
有
難
く
思
っ
て
居
り
ま
す
。
そ
し
て
当
日
、
ご
来
園
下
さ

り
、
学
園
祭
を
盛
り
上
げ
て
下
さ
っ
た
皆
様
方
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

又
当
日
、
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
箱
に
募
金
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
方
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
去
る
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
か
つ
て
私
達
が
体

験
し
た
事
の
無
い
災
害
で
し
た
。
今
回
の
様
な
大
地
震
が
初
め
て
で
あ
れ
ば
、
想
像
を
絶
す
る
大
津
波

も
、
全
く
予
想
を
遥
か
に
超
え
た
も
の
で
し
た
。
更
に
原
子
力
発
電
所
の
事
故
も
追
い
打
ち
を
掛
け
、

ま
る
で
地
獄
絵
を
見
て
い
る
様
で
し
た
。
こ
の
地
方
の
人
々
の
為
に
、
私
達
が
出
来
る
事
と
言
え
ば
、

今
一
度
、
サ
ー
ク
ル
毎
の
義
援
金
を
募
る
と
か
、
長
い
目
で
手
助
け
出
来
る
事
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
妙
案
を
各
自
が
声
に
出
し
、
皆
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

先
日
、
阪
神
大
震
災
の
時
、
自
ら
自
家
用
車
に
一
週
間
分
の

（
着
替
え
）

（
水
・
米
・
缶
詰

○

○

衣

食

・
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
等
）

（
寝
袋
）
を
積
み
込
み
帰
り
に
は
、
自
分
の
ゴ
ミ
を
持
ち
帰
り
、
ボ
ラ
ン

○住

テ
ィ
ア
さ
れ
た
人
の
話
を
お
聞
き
し
、
私
自
身
す
ご
く
感
動
し
た
の
で
、
要
約
し
て
み
ま
す
。

一

自
分
に
何
が
出
来
る
か
。
何
を
す
る
か
。
目
的
を
き
ち
ん
と
決
め
て
か
ら
行
く
。

一

何
日
間
い
け
る
か
。
そ
の
間
の
自
分
の
為
の
衣
、
食
、
住
を
準
備
持
参
出
来
る
か
。

一

被
災
地
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
の
人
と
連
絡
を
取
り
、
目
的
地
を
き
ち
ん
と
決
め
て
か
ら
行
く
。

一

被
災
地
で
は
、
時
間
を
無
駄
に
し
な
い
様
綿
密
な
計
画
を
立
て
て
か
ら
行
く
。

こ
の
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
持
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
る
人
が
多
数
居
る
事
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

真
鍋

幸
子



日

曜

午

前

午

後

木

写
真
教
室

ひ
ろ
せ
（
コ
ー
ラ
ス
）

12

四
季
の
組
木
教
室

書
峰
（
書
道
）

別
子
Ｇ
Ｇ
（
ゴ
ル
フ
）

桃
山
Ｄ
（
卓
球
）

街
道
を
ゆ
く

ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
別
子

金

趣
味
の
料
理
教
室

山
雄
会
（
カ
ラ
オ
ケ
）

13

広
瀬
Ｇ
Ｇ
（
ゴ
ル
フ
）

桃
山
Ａ
（
卓
球
）

桃
山
Ｃ
（
卓
球
）

わ
い
わ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

月

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

亀
池
Ａ
（
陶
芸
）

16

墨
友
（
書
道
）

桃
山
Ｂ
（
卓
球
）

ハ
ッ
ピ
ー
（
ダ
ン
ス
）

桃
山
Ｄ
（
卓
球
）

火

絵
手
紙
教
室

桃
山
Ａ
（
卓
球
）

17

書
硯
（
書
道
）

亀
池
Ｂ
（
陶
芸
）

梅
（
俳
句
）

（

）

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

ピ
ア
ノ

別
子
Ｇ
Ｇ
（
ゴ
ル
フ
）

ワ
ル
ツ
（
ダ
ン
ス
）

水

ピ
ア
ノ
教
室

シ
ョ
パ
ン
（
ピ
ア
ノ
）

18

（

）

書
心
（
書
道
）

ミ
ニ
ッ
ツ

ハ
ー
モ
ニ
カ

そ
よ
か
ぜ
（
俳
句
）

桃
山
Ｂ
（
卓
球
）

（

）

ブ
ル
ー
ス
カ
イ
ハ
ー
モ
ニ
カ

広
瀬
Ｇ
Ｇ
（
ゴ
ル
フ
）

桃
山
Ｃ
（
卓
球
）

「生きがい」２２１号 平成２３年５月１日（日） 発行 （２）

楽
し
か
っ
た
学
園
祭



日

曜

午

前

午

後

木

郷
土
を
歩
く

19

（

）

サ
ン
シ
ャ
イ
ン

写
真

や
ま
び
こ

ウ
ォ
ー
ク
ひ
う
ち

楽
歩
２
０
０
８

フ
レ
ッ
シ
ュ
２
０
０
９

別
子
Ｇ
Ｇ
（
ゴ
ル
フ
）

桃
山
Ｄ
（
卓
球
）

金

茶
道
教
室

な
ご
み
（
茶
道
）

20

き
さ
ら
ぎ
（
生
花
）

山
雄
会
（
カ
ラ
オ
ケ
）

ハ
ッ
ピ
ー
（
ダ
ン
ス
）

桃
山
Ａ
（
卓
球
）

広
瀬
Ｇ
Ｇ
（
ゴ
ル
フ
）

桃
山
Ｃ
（
卓
球
）

月

書
楽
（
書
道
）

い
と
の
こ
（
組
み
木
）

23

ね
こ
や
な
ぎ
（
川
柳
）

百
描
会
（
美
術
）

さ
く
ら
（
茶
道
）

亀
池
Ａ
（
陶
芸
）

ウ
ッ
ド
（
組
み
木
）

桃
山
Ｂ
（
卓
球
）

ハ
ッ
ピ
ー
（
ダ
ン
ス
）

桃
山
Ｄ
（
卓
球
）

火

み
ど
り
（
茶
道
）

桃
山
Ａ
（
卓
球
）

24

エ
リ
ー
ゼ
（
ピ
ア
ノ
）

亀
池
Ｂ
（
陶
芸
）

ワ
ル
ツ
（
ダ
ン
ス
）

別
子
Ｇ
Ｇ
（
ゴ
ル
フ
）

水

ソ
ナ
タ
（
ピ
ア
ノ
）

陶
芸
教
室

25

（

）

（

）

ブ
ル
ー
ス
カ
イ
ハ
ー
モ
ニ
カ

コ
ン
テ
ニ
ュ
ー
ハ
ー
モ
ニ
カ

ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン

ピ
ア
ノ
１
０

広
瀬
Ｇ
Ｇ
（
ゴ
ル
フ
）

桃
山
Ｂ
（
卓
球
）

桃
山
Ｃ
（
卓
球
）

（３ 「生きがい」２２１号 平成２３年５月１日（日） 発行）



日

曜

午

前

木

書
峰
（
書
道
）

ひ
ろ
せ
（
コ
ー
ラ
ス
）

26

別
子
Ｇ
Ｇ
（
ゴ
ル
フ
）

亀
池
Ｂ
（
陶
芸
）

桃
山
Ｄ
（
卓
球
）

歩
こ
う
会

金

生
け
花
教
室

山
雄
会
（
カ
ラ
オ
ケ
）

27

広
瀬
Ｇ
Ｇ
（
ゴ
ル
フ
）

桃
山
Ａ
（
卓
球
）

桃
山
Ｃ
（
卓
球
）

月

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

桃
山
Ｂ
（
卓
球
）

30

墨
友
（
書
道
）

亀
池
Ａ
（
陶
芸
）

ハ
ッ
ピ
ー
（
ダ
ン
ス
）

桃
山
Ｄ
（
卓
球
）

火

書
硯
（
書
道
）

桃
山
Ａ
（
卓
球
）

31

（

）

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

ピ
ア
ノ

別
子
Ｇ
Ｇ
（
ゴ
ル
フ
）

ワ
ル
ツ
（
ダ
ン
ス
）

「 」 （ ） （ ）生きがい ２２１号 平成２３年５月１日 日 発行 ４

◇

ご

恵

贈

お

礼

◇

◎
ロ
ビ
ー
生
け
花
（
四
月
度
）

鴻
上

美
智
甫

様
（
講
師
）

◎
川
柳
に
い
は
ま

四
月
号

に
い
は
ま
川
柳
会

様

◇

今

月

の

ロ

ビ

ー

展

◇

（
五
月
六
日
～
五
月
十
九
日
）

あ
す
な
ろ
（
俳
句
）

梅
（
俳
句
）

（
俳
句
）

山
茶
花

（
俳
句
）

そ
よ
か
ぜ

◇

来

月

の

ロ

ビ

ー

展

◇

（
五
月
二
〇
日
～
六
月
二
十
三
日
）

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
（
写
真
）



（５ 「生きがい」２２１号 平成２３年５月１日（日） 発行）

ぶ
っ
つ
け
本
番
の
線

（
絵
手
紙

た
ん
ぽ
ぽ
会
）

明
正
寺
桜
の
香
の
も
と
に
、
絵
手
紙
た
ん
ぽ
ぽ
会

最
後
の
学
園
祭
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ヘ
タ

で
い
い
、
ヘ
タ
が
い
い
。
と
言
う
言
葉
に
引
か
れ
、
運

良
く
二
度
目
で
受
講
出
来
た
こ
と
を
大
切
に
講
座
を
終

え
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
で
は
、
順
番
の
班
長
を
し
本
年
度
は
代

表
を
受
け
、
代
表
者
会
や
、
会
員
へ
の
連
絡
等
で
気
苦

労
が
有
り
ま
し
た
。
活
動
の
一
つ
に
、
皆
様
へ
誕
生
日

祝
い
の
絵
手
紙
を
出
す
。
こ
と
を
実
行
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
思
い
の
外
大
変
で
何
年
も
続
け
て
い
る
方
に
は
、

頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
私
自
身

が
随
分
と
成
長
出
来
た
と
思
え
ま
す
。
そ
れ
は
、
字
や

絵
の
上
手
下
手
で
は
な
く
、
心
を
伝
え
気
持
を
繋
げ
る

絵
手
紙
の
本
意
が
解
り
か
け
た
様
に
思
う
か
ら
で
す
。

メ
ー
ル
や
電
話
は
、
実
生
活
で
は
欠
く
こ
と
の
出
来
な

い
も
の
で
す
が
、
私
の
思
い
を
伝
え
、
心
の
籠
も
っ
た

絵
手
紙
を
頂
く
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

新
燃
岳
の
被
害
、
地
震
、
津
波
の
国
難
を
思
え
ば
、

日
常
当
た
り
前
の
様
に
思
っ
て
居
た
幸
せ
を
噛
み
締
め

つ
つ
、
会
よ
り
義
援
金
を
送
り
解
散
致
し
ま
し
た
。

秋
山
登
美
子
先
生
、
加
藤
恵
先
生
、
学
園
を
お
世

話
下
さ
る
皆
様
に
、
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
多
く
の
方
々
の
、
御
冥

福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

（
船
木

山
本

典
子
）



「 」 （ ） （ ）生きがい ２２１号 平成２３年５月１日 日 発行 ６

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

（

）

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

ハ
ッ
ピ
ー

皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う
か
、
私
は
若
い
頃
ダ
ン
ス

ス
タ
ジ
オ
に
一
時
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間

に
か
仕
事
に
追
わ
れ
て
や
め
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

と
し
を
重
ね
て
創
造
学
園
で
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
が
あ

る
と
の
事
で
、
受
講
で
き
る
よ
う
に
申
し
込
み
入
会

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

何
事
も
で
す
が
、
ダ
ン
ス
も
奥
が
あ
り
な
か
な
か

水
が
流
れ
る
よ
う
に
踊
れ
ま
せ
ん
。

現
在
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
は
、
女
子
五
名
男
子
八
名

で
す
。

熱
心
な
指
導
者
の
下
、
元
気
に
根
気
よ
く
み
ん
な

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
で
踊
っ
た
り
、
又
健
康
の
為
に

い
つ
ま
で
も
踊
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

少
し
で
も
ダ
ン
ス
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
一
度
体

験
し
て
見
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

そ
し
て
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
入
会
し
て
下
さ
る
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
出
来
る
限
り
継
続
し
て
い
き
た
い
で

す
。最

後
に
東
日
本
大
地
震
で
お
亡
く
な
ら
れ
た
り
、

災
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
、
こ
の
紙
面
を
お
か
り
し

て
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
宮
西

近
藤

俊
德
）

サ
ー
ク
ル
「
短
歌
み
ら
い
」

殆
ど
は
消
去
の
彼
方
吾
の
一
生
さ
れ
ど
余
白
は

無
限
の
錯
覚

石
井

典
一

今
日
も
ま
た
見
慣
れ
ぬ
バ
ス
が
登
り
ゆ
く
産
業
遺

産
と
な
り
た
る
銅
山
（
や
ま
）
へ

近
藤

伸
恵

裏
山
に
山
桜
咲
き
眺
む
れ
ば
春
の
夕
暮
れ
し
ず

か
に
く
る
る

三
好
寿
恵
子

一
つ
身
の
浴
衣
縫
い
や
り
着
せ
た
姪

奥
出
雲

に
て
花
嫁
と
な
る

近
藤
八
千
世

サ
ー
ク
ル
「
泉
」

営
み
の
跡
な
き
荒
野
に
立
ち
つ
く
し
背
ふ
る
わ

せ
し
老
女
の
涙

大
西

武

桃
色
の
花
び
ら
の
池
ひ
と
す
じ
に
い
ば
っ
て
泳

ぐ
ヘ
ビ
ま
で
も
お
り

小
森

登
美

池
の
面
を
花
び
ら
か
き
分
け
泳
ぐ
蛇

細
き
舌

出
し
人
の
目
集
む

上
村
扶
佐
子

陽
光
を
受
け
て
輝
く
桜
花
そ
の
下
道
に
赤
き
落

ち
椿

金
子
由
美
子

亀
池
の
橋
の
袂
の
花
筏

潜
り
し
鳰
の
現
る
を

待
つ

深
川

隆
正

サ
ー
ク
ル
「
ね
こ
や
な
ぎ
」

お
世
辞
だ
と
知
っ
て
も
や
は
り
心
地
良
い
加
藤
忠
吉

通
信
簿
俺
の
自
慢
は
無
欠
勤

近
藤

茂

ダ
イ
エ
ッ
ト
今
日
だ
け
休
み
た
い
ケ
ー
キ
篠
原

守

恥
を
知
る
男
引
き
際
潔
い

白
川
英
男

ま
た
ひ
と
つ
老
い
の
悲
哀
を
知
る
介
護
高
橋
正
明

生
き
る
と
は
又
ま
た
荒
野
見
て
し
ま
う

講
師

井
原
み
つ
子

サ
ー
ク
ル
「
そ
よ
か
ぜ
」

か
る
た
取
る
平
安
装
束
身
に
ま
と
ひ

横
山

正
和

地
震
の
地
に
無
情
の
雪
と
メ
ー
ル
来
る

中
川

清

白
梅
の
坂
下
り
行
け
ば
句
碑
の
前

徳
原

洋
一

サ
ー
ク
ル
「
あ
す
な
ろ
」

彼
岸
西
風
僧
の
衣
の
翻
る

岡

静
子

内
港
に
河
豚
投
げ
込
め
る
河
豚
供
養

篠
原
幸
太
郎

杖
の
身
に
容
赦
の
な
く
て
涅
槃
西
風

塩
崎

蓮
長

ね

は

ん

に

し

サ
ー
ク
ル
「
山
茶
花
」

老
幹
の
桜
苔
む
す
古
刹
か
な

瀧
本

隆
子

水
仙
枯
れ
根
元
に
現
わ
る
移
植
鏝

白
石
多
恵
子

ご
て

芳
香
を
好
み
し
友
の
花
辛
夷

森

フ
サ
エ

サ
ー
ク
ル
「
梅
」

雪
原
の
景
雲
の
影
動
く
の
み

曽
我
部
剛
生

雲
に
乗
り
琵
琶
弾
く
菩
薩
春
の
風

高
橋

正
明

発
掘
の
古
墳
盛
土
春
の
雨

那
須
口
静
子

レ
モ
ン
数
滴
垂
ら
し
大
き
な
牡
蛎
啜
る

仔
牛
生
ま
る
寒
暁
徐
々
に
白
ら
む
こ
ろ

風
邪
に
効
く
昔
な
が
ら
の
置
き
薬講

師

阪
上

史
琅


